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１２

月
７
日
、
奈
良
１
区
市
民

連
合
は
第
５
回
総
会
を
開
催
、

５２

人
が
参
加
し
、
１３

人
か
ら

自
公
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

ん
だ
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
て

の
展
望
、
参
院
選
に
向
け
て
の

決
意
、
各
団
体
で
の
活
動
の
紹

介
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
活
気

あ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

司
会
は
運
営
委
員
の
堀
田
美

恵
子
さ
ん
、
議
長
に
平
川
邦
昭

さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。 

主
催
者
を
代
表
し
て
宮
尾
耕

二
共
同
代
表
が
、
「
総
選
挙
の
結

果
、
既
存
政
党
に
対
す
る
不
満

を
感
じ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
最
大
の
問

題
は
、
同
じ
意
見
の
人
と
し
か

交
わ
ら
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル

 

 

参
院
選
で
も
、
自
公
を
過
半
数
割
れ
に 

奈良 1区市民連合の第 5回総会に 52人が参加。県
内すべての立憲野党が挨拶し、多彩で活発な発言
が相次ぎ、活気ある総会となりました。 

奈良 1区市民連合 第 5回総会 

各市民連合と県内すべての立憲野党が連帯の挨拶 

 

現
象
。い
ろ
ん
な
考
え
方
の
人
と

の
交
わ
り
を
大
事
に
す
る
市
民

連
合
に
期
待
」
と
開
会
挨
拶
を

し
ま
し
た
。 

 

来
賓
挨
拶 

 

《
市
民
連
合
か
ら
》 

 

浅
川
肇
さ
ん 

（
奈
良
市
民
連
合
共
同
代
表
） 

１
区
で
の
馬
淵
さ
ん
の
当
選 

に
祝
意
。
立
憲
野
党
は
奈
良
県

で
は
立
憲
民
主
党
と
共
産
党
だ

け
。
自
公
に
対
し
、
抵
抗
し
て
い

く
政
党
は
推
し
て
い
こ
う
。 

 

田
中
正
和
さ
ん 

（
奈
良
２
区
市
民
連
合
共
同
代
表
） 

参
院
選
で
候
補
者
の
統
一
が 

で
き
れ
ば
統
一
選
対
を
実
現

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
活
用
し
て

い
こ
う
。 

 

大
槻
烈
さ
ん 

（
市
民
連
合
中
南
和
事
務
局
長
） 

自
公
の
過
半
数
割
れ
で
、諸 

要
求
実
現
の
可
能
性
が
増
大
。

大
同
団
結
を
広
げ
、
参
院
選
で

勝
利
し
よ
う
。 

 

《
政
党
関
係
か
ら
》 

 馬
淵
澄
夫
さ
ん 

（
衆
議
員
議
員
、
立
憲
民
主
党
奈

良
県
総
支
部
連
合
会
代
表 

、
メ
ッ

セ
ー
ジ
代
読
・
馬
淵
錦
之
介
秘
書
）  

 
 

 

８
期
目
の
当
選
、
皆
さ
ん
に

 

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める 

お
礼
。
国
民
負
担
率
は
今
や

５０

％
、
防
衛
増
税
な
ど
の
見
直

し
必
要
。
変
化
し
た
国
会
勢
力

の
も
と
、
野
党
が
与
党
に
実
現

を
迫
り
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
社
会
の
実
現
め
ざ
す
。 

 宮
本
次
郎
さ
ん 

（
日
本
共
産
党
奈
良
県
委
員
長
） 

議
席
を
減
ら
し
た
が
、改
憲 

勢
力
３
分
の
２
を
割
り
込
ん
だ

結
果
に
貢
献
で
き
た
。
参
院
で

も
自
公
過
半
数
割
れ
に
追
い
込 

み
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
、安 

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の 

回
復
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。 

 

黒
川
恵
三
さ
ん 

（
社
会
民
主
党
奈
良
県
支
部
代
表
） 

「
頑
固
に
平
和
」
と
い
う
ス
ロ 

ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
地
道
な
活
動

で
、
平
和
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
。 

 

中
村
巌
さ
ん 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
れ
い
わ
・
な
ら
）  

今
後
立
憲
民
主
党
の
立
ち
位

置
が
重
要
。れ
い
わ
新
選
組
と
し

て
は
、
野
党
共
闘
を
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
消
費
税
の
減
税
や
廃

止
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。 

 福
井
義
博
さ
ん 

（
新
社
会
党
奈
良
県
支
部
委
員
長
） 

 

 

奈 良

こ 

１ 区 
《部内資料》 

税
制
は
応
能
負
担
が
原
則
。 

消
費
税
を
廃
止
し
、
累
進
課
税

を
強
化
す
べ
き
。
命
と
暮
ら
し

を
守
り
、
戦
争
反
対
。
そ
の
た
め

に
共
闘
し
て
自
公
政
権
を
倒

す
。 

 

大
森
万
蔵
さ
ん 

（
み
ど
り
奈
良
代
表
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
） 

自
公
政
権
の
過
半
数
割
れ
。

し
か
し
世
界
で
は
戦
争
や
気
候

危
機
。先
進
国
の
責
任
重
大
。奪

い
合
う
よ
り
分
か
ち
合
う
世
の

中
を
、
戦
争
よ
り
も
平
和
の
準

備
を
。 

 

討
論
で
の
発
言 

 荒
井
真
由
美
さ
ん 

奈
良
市
が
自
衛
隊
に
名
簿
提

供
。
わ
が
子
に
届
い
た
募
集
ハ
ガ

キ
、
高
年
収
が
強
調
さ
れ
、
経
済

的
徴
兵
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 田
村
隆
幸
さ
ん 

不
登
校
の
子
ど
も
、
年
々
増

加
。
格
差
の
中
で
塾
に
も
行
け

ず
、
補
助
が
な
い
。
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
も
補
助
が
な
い
。
個
人
で

は
な
く
国
の
問
題
。 

 青
山
哲
也
さ
ん 

国
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が
な
け

れ
ば
受
診
で
き
な
い
と
宣
伝
。こ

れ
ま
で
の
保
険
証
で
十
分
安

心
。
マ
イ
ナ
保
険
証
は
個
人
情
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アクセスを！ 

1 区市民連合への
入会はこちらから
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《
文
書
発
言
》 

 中
村
康
郎
さ
ん 

西
大
寺
・
平
城
・
あ
や
め
池
・

学
園
前
地
域
。
与
党
が
過
半
数

を
割
り
、こ
れ
か
ら
の
激
動
の
情

勢
に
「
わ
く
わ
く
」
す
る
。
立
憲

民
主
党
に
は
、
野
党
第
１
党
と

し
て
、
政
権
を
突
き
上
げ
る
姿

を
。
９
条
を
生
か
し
、
東
ア
ジ
ア

に
平
和
を
。 

 石
川
直
太
さ
ん 

ネ
ッ
ト
広
告
で
闇
バ
イ
ト
に

手
を
染
め
る
高
齢
者
。
ま
と
も

な
仕
事
で
稼
げ
る
社
会
に
。
奈

良
１
区
市
民
連
合
の
地
域
交
流

会
の
運
動
を
続
け
よ
う
。 

 深
澤
司
さ
ん 

毎
月
２４

日
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
も
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
ガ
ザ
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
も
許

さ
な
い
集
会
と
デ
モ
を
開
催
（
１

２
月
で
第
３５

回
）
。
毎
週
水
曜

日
に
も
宣
伝
・
募
金
の
活
動
を

行
い
、
１
３
５
回
に
。
声
を
上
げ

続
け
て
い
こ
う
。 

 檜
垣
泰
弘
さ
ん 

「
私
の
個
人
情
報
守
っ
て
！

奈
良
市
民
の
会
」
で
署
名
活

動
、
市
長
に
対
し
、
計
３
１
３
１

筆
を
提
出
し
、
中
止
を
求
め
る

も
「
情
報
提
供
を
続
け
る
」
と
の

回
答
。
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
も
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

 

 
 
 

＊
＊
＊ 

 

以
上
の
発
言
の
後
、
坂
下
事

務
局
長
が
「
皆
さ
ん
の
発
言
、長

年
の
自
民
党
政
治
の
ゆ
が
み
の

現
れ
。
少
数
与
党
政
権
の
も
と

で
、
立
憲
野
党
を
要
求
実
現
の

立
場
に
立
た
せ
る
た
め
に
も
、

市
民
連
合
の
役
割
が
大
事
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。 

続
い
て
、
新
役
員
の
紹
介
、
総

会
ア
ピ
ー
ル
が
中
川
洋
子
さ
ん

か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
、
最
後
に

佐
川
愛
子
共
同
代
表
よ
り
、

「
こ
れ
か
ら
は
市
民
が
政
党
を

変
え
て
い
く
。
市
民
が
声
を
上

げ
て
い
く
し
か
な
い
。
次
の
参
院

選
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し

ま
し
た
。 

 「なら市民の家」の 

改修費用の報告とお礼 
 
ほぼ返済ができました。残金

6,137 円については 2025年度

の支出とします。 

これまでの貴重なご支援ありが

とうございました。 

 

 

 
12 人が多彩な発言 活気ある総会に 

開会挨拶をする宮尾耕二共同代表 

 

新年度の会費納入についてのお知らせ   
■郵便局での振り込みが可能となりました！ 

振り込み用紙の準備ができ次第、皆さんに送付させていただきます。 

■これまで通り、南都銀行での口座振り込みも可能です。 

ただし、詐欺防止のため、無人ＡＴＭからの振り込みができない場

合がありますのでご注意ください。 

振込先；南都銀行 平城支店 普通 ２２４０８０３   

口座名；ナライツクシミンレンゴウ 

報
が
企
業
に
流
れ
る
危
険
。
現

行
の
保
険
証
存
続
を
。 

 横
田
利
幸
さ
ん 

鼓
阪
小
を
佐
保
小
に
統
廃
合

す
る
計
画
。
通
学
負
担
大
き
く

と
ん
で
も
な
い
。
保
護
者
が
見
直

し
の
請
願
を
市
議
会
に
提
出
。

阻
止
し
て
い
き
た
い
。 

 園
部
典
子
さ
ん 

自
公
過
半
数
割
れ
、
馬
淵
さ

ん
の
当
選
、
良
か
っ
た
。
裏
金
問

題
へ
の
怒
り
が
相
当
な
も
の
。
参

院
選
に
向
け
て
大
同
団
結
し
、

野
党
共
闘
を
。 

 林
弥
富
さ
ん 

改
憲
派
が
３
分
の
２
獲
れ
ず
、

過
半
数
割
れ
。
憲
法
改
正
が
簡

単
に
で
き
な
い
。
市
民
連
合
の
と

り
く
み
が
貢
献
し
た
こ
と
を
評

価
し
た
い
。 

 田
中
由
里
さ
ん 

佐
保
幼
稚
園
の
存
続
を
。
令

和
８
年
３
月
以
降
閉
園
方
針

が
、
３
度
の
署
名
提
出
で
、
令
和

11

年
３
月
以
降
と
な
っ
た
。
公

立
幼
稚
園
の
良
さ
が
あ
る
。
経

費
削
減
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
を
考
え
て
ほ
し
い
。 

 清
水
恭
太
郎
さ
ん 

小
選
挙
区
制
度
に
問
題
あ

り
。
中
選
挙
区
制
の
も
と
で
は
、

立
会
演
説
会
も
で
き
た
し
、
選

挙
期
間
も
長
か
っ
た
。元
に
戻
す

運
動
を
。 

 瀧
本
妙
子
さ
ん 

国
民
救
援
会
の
活
動
に
つ
い

て
。
袴
田
さ
ん
の
完
全
無
罪
を

勝
ち
取
っ
た
。
検
察
が
控
訴
を
し

な
い
、
証
拠
を
開
示
せ
よ
な
ど

再
審
法
の
改
正
を
求
め
る
活
動

を
し
て
い
る
。
日
本
の
死
刑
制

度
に
つ
い
て
も
再
考
を
。 

 小
幡
尚
代
さ
ん 

新
婦
人
の
活
動
に
つ
い
て
。
子

ど
も
の
幸
せ
、
少
人
数
学
級
、
医

療
費
の
完
全
無
料
化
、
保
険
証

存
続
な
ど
の
と
り
く
み
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
め
ざ
し
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
の
導
入
署
名
、
国

会
に
提
出
。 

 西
村
徹
さ
ん 

軍
事
費
の
半
分
に
な
っ
た
教

育
費
。
非
常
勤
の
先
生
を
寄
せ

集
め
て
不
足
教
師
の
穴
埋
め
を

す
る
。
「
＃
こ
の
ま
ま
で
は
学
校

が
持
ち
ま
せ
ん
」
。
先
生
の
待
遇

を
良
く
し
て
い
く
し
か
な
い
。
国

会
で
ぜ
ひ
論
議
を
。 

 八
木
健
彦
さ
ん 

「
祝
園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
問

題
を
考
え
る
奈
良
の
会
」
の
と

り
く
み
。
来
年
度
の
予
算
、
１
０

２
億
円
ど
こ
ろ
か
、
本
体
に
１
９

２
億
円
も
か
け
る
。
来
年
度
の

防
衛
予
算
８
・
５
兆
円
、
否
決
し

て
い
く
。精
華
の
会
も
結
成
。 

  
 

＊
＊
＊ 

  

 

 発言する青山哲也さん 
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１１

月
３０

日、
学園
前
駅
前

に
て

第

３５

回
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
を
行
い
、

１４

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
選
挙
で
与
党
を
過
半
数
割
れ

に
追
い
込
ん
だ
結
果
を
受
け
、
今
こ

そ
国
民
の
た
め
の
政
治
の
実
現
を
、

と
訴
え
ま
し
た
。 

八
木
健
彦
さ
ん 

祝
園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
に
、
３
０

０
億
円
か
け
て
８
棟
の
増
設
。
弾
薬

庫
建
設
を
阻
止
し
、
東
ア
ジ
ア
の

人
々
と
対
話
し
、
平
和
の
連
帯
を
広

げ
て
い
こ
う
。 

 山
尾
隆
二
さ
ん  

日
本
の
食
料
自
給
率
３８

％。
戦

争
が
起
こ
れ
ば
輸
入
で
き
な
い
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
戦
争
や
貧
困
を
な
く
す
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
食
品
ロ
ス
も

減
ら
し
て
い
こ
う
。 

 木
村
宥
子
さ
ん 

１２

月
１０

日
、被
団
協
が
日
本
で

初
め
て
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
。原
爆
投
下
以
前
に
核
実
験
で
も

被
爆
が
あ
っ
た
。
核
兵
器
廃
絶
の
声

を
上
げ
て
い
こ
う
。 

 井
上
靖
章
さ
ん 

総
選
挙
の
結
果
、
与
党
が
過
半
数

割
れ
、
改
憲
派
３
分
の
２
獲
れ
ず
。

要
求
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
、
国
民
の
声
が
届

く
政
治
に
変
え
て
い
こ
う
。 

 国民の声が届く政治に 
私たちは声を上げ続ける 

次回タウントークのお知らせ 
２月２2 日（土）１１時～１２時 大和西大寺駅 

《奈良１区市民連合》  域  交  流  会  報

告 

   告  地 の 

 あいあいおしゃべり会 ●【１２月１３日】2024 年を

振り返って。４月の祝園弾薬庫の話、食糧問題、パレスチ

ナは何度聞いても解らんなあ～と。韓国の戒厳令につい

て「日本もいつでも戒厳令を発することが出来るようにな

ったんやで、他の国の話やない」と言われてびっくりという

感想も。●次回は２月７日に。●３月は公民館の体験週間

なので公開にして「生駒の川の水の汚染について」をテ

ーマに。NHKスペシャルのビデオを視聴。  
 
富雄・帝塚山 ●【１１月６日】１３時半～富雄公民館で。
衆議院選挙、議員との懇談について。●【１２月４日】１３

時半～富雄公民館で。「維新は何をしてきたのか？何をし

ようとしているのか？」をテーマに、大口耕吉郎さん（大阪

生活と健康を守る会）の講演。 ●次回は１月３０日、１３

時半～富雄公民館で。祝園弾薬庫問題の動画の視聴。 
 
ならやまの会・高の原 ●【１２月１６日】１３時半～高
の原駅前団地集会所で。 ①羽場久美子さん講演データ

ーで学ぶ。②祝園弾薬庫問題 ③神功小学校の跡地問

題 ●次回は１月２０日、１３時半～高の原駅前団地集会

所で。 送迎システム朱雀４丁目の取組 、祝園弾薬庫問

題の動画の視聴。●次々回は２月１７日、１３時半～高の

原駅前団地集会所で。 ＊内容は未定 
 
済美・飛鳥・紀寺 ●【１１月２９日】１４時～岡谷本館
で。浅岡元子さんが「食料問題から考える日本の平和」

について問題提起。「日本の農業政策が自給率３８%、日

本有事になれば１０％の自給率となる。 政府が日本の農

業、日本の農民を守る姿勢がない」 との報告に参加さ

れた地域の農業従事者は「食料を充分守っていこうとす

れば農家の補償が大事。大型機械の購入・修理代・など

で人件費ゼロ。 戸別補償も申請に行っても現実にもらえ

ない。食菅法があった時は収入が安定していた。本当は

食の安全をやりたい。きれいな野菜にするためには凄い

農薬が必要。きれいな野菜は買ってはいけない。野菜の

種もすべて外国産。抜本的にやらないと餓死する」と発

言。 「イノシシ、鹿、ジャンボタニシなど獣害がひどい。補

償もない。」「気候変動問題。本来採れるものも採れな

い。」などの発言も。●次回は２月２２日、１４時～岡谷本

館２階で。テーマ「地域の農業を知ろう」  
 
学園前・あやめ池・西大寺・平城 ●【１２月１４日】
１３時半～奈良市西部公民館で。深江誠子さん（社会学

研究者）を講師に「なぜ、日本は軍備を増強するの

か・・・？」のテーマで学習交流会を開催。１８人が参加。

交流では樺太から逃げて来られた方、中国から引き揚げ

て来られた方の発言があり、お二人とも「戦争は絶対して

はいけない」と強く訴えられた。参加者は「戦争なんかし

ている場合か！」という思いを強くした。 ●次回は１月２７

日、１０時～１２時。 

佐保若草 ●【１１月２８日】 総選挙結果についての意

見交換。与党を過半数割れに追い込んだこと、憲法改

正に必要な３分の２を獲らせなかったことの意味は大き

く、与党や改憲派が勝手なことができなくなったことは、

新たな局面で歓迎すべきだなどの意見が。また佐保幼

稚園の３回目の署名提出の場で、令和１１年３月以降

の閉園を検討、とさらに１年延長になったこと、鼓阪小統

廃合に関わって、佐保小の建て替え工事の補正予算が

９月議会で否決されたが、市長はあくまでも２０２７年４

月開校をめざしているなどの現状報告が行われた。 
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奈良1区市民連合は「市民ひろばなら小草」主催の
藤田早苗さんの講演「世界から見た日本のヒューマン
ライツ」の協賛団体となりました。 
藤田さんはイギリスエセックス大学のフェローとして
人権問題に取り組んでいます。まず「人権とは」とはと

若者たちが 
希望の持てる未来を  

成人の日宣伝 
 

 

 

 

１月１３日、恒例の奈良１区市民連合

の成人の日宣伝行動に１０人が参加。メ

ッセージ入りのティッシュ２００個を１時間

足らずで配布。「私たちが主権者」のパ

ネルを見て、一緒に写真を撮らせてほし

いと２人の若者が駆け寄ってきて、参加者

一同明るい気持ちになりました。 

 

いう問いかけから始まり、「人権」の意識が日本は世界と大きくずれてい
ることを指摘されました。思いやりややさしさではなく、衣食住、移動の自
由、表現の自由など生きるために必要なことを要求し、政府が保証するこ
とが人権なのだと言います。 
藤田さんは、国際人権法学を学び、国連人権機関の会議や審査の傍
聴を続けながら、国連の人権専門家や国際人権 NGOに情報提供を行っ
たり、意見交換しながら日本の人権問題に関わり続けています。 
福島原発事故の国内避難者に対する調査や日本企業の「ビジネスと
人権」に関する調査では、ジャニーズの性加害や、労働運動に関する調査
など日本国内の事情をよく知る藤田さんが影の力として働いていらっしゃ
ることがわかりました。 
国際人権に照らして行われる国連の日本政府への勧告に対して、法的
拘束力がないと無視する政府、一部を切り抜いて報道するメディアの姿勢
のおかしさも指摘。世界では多くの国が整備している①包括的差別禁止
法、②政府から独立した人権機関、③個人通報制度が日本にはありませ
ん。政府に国連勧告を実施させるための仕組みづくりには、野党、市民、メ
ディアなどが国際人権についての知識や理解を深めて政府に対していく
ことだと力説されました。市民運動でそれぞれの課題に取り組んでいる人
たちは、日本の人権状況の全体像を見て連帯して「国際基準」が実施さ
れるような枠組みと土壌を作る取り組みをしてほしいとも。 
藤田早苗さん著「武器としての国際人権」（集英社）の購読を！！ 
                                         （堀田美恵子） 

藤田早苗さん 

「私たちは出来事に意味を与えるだけでなく、学ぶ
こともできます。それが日本被団協と被爆者が成し遂
げてきたことです。彼らは『核なき世界』に向けて進む
ための道徳的な羅針盤を与えてくれました。」 
「私たちは世界の安全保障状況、核の脅威は差し
迫っていると考えています。ウクライナに対するロシア
の脅威、これは人類に対する脅威の問題となっていま
す。ノーベル委員会は、世界の安全保障が核抑止力
に依存している状況で、私たちの文明が生き残ること
ができると信じていること自体が甘い考えだと思って
います。」 
「核兵器は存在すべきではありません。すべての政
治指導者、特に核保有国には一歩一歩前進する義
務があります。世界の核弾頭を削減し、私たちが抱く
『核なき世界』というビジョンに到達するまで必要な
措置を取るべきです。」 
「核保有国や、核の傘によって保護されている国々
は『核のタブー』を守るために必要なすべての措置を
講じることに特別な責任があります。核保有国が不
確実な事態に踏み込まないよう圧力をかける責任も
あります。 
「平和賞は被爆者の努力をたたえるとともに80年
近くも核兵器が使われていないという驚くべき事実
に敬意を表すものです。」 
「日本被団協、そして、高齢である被爆者が、核廃
絶に一生を捧げてきたことが伝えているのは、決して
諦めないというメッセージだと信じています」 

 

ノーベル平和賞選考委員会は 
なぜ日本被団協を 
2024 年の受賞者として選んだのか 

フリードネス選考委員長へのＮＨＫインタビューより 

                ＊一部抜粋（木村宥子） 

藤田早苗さんの講演会の報告 

「世界から見た日本のヒューマンライツ」 

“菊の香や 奈良には古き 仏たち”の季節に、平和と文化に関わ
る二つの行事が奈良で行われました。折しも奈良の地にも祝園ミサ
イル弾薬庫建設問題で戦雲がかかり、こういうミサイル弾薬庫による
軍事拠点化が周囲に偏在する文化遺産と両立するかが真剣に問わ
きれるべきこの時に、上野邦一さん（奈良女子大名誉教授、建築史）
の講演があり、東アジアでの交流の歴史を紡いできた奈良の宗教団
体が一堂に会した平和の巡礼がありました。 
上野さんは「平和でなければ文化遺産は消えてゆく。文化遺産を
受け継ぐ活動が、平和を強化することに少しでも役立てば」と話さ
れ、そのことが奈良に生きる者のアイデンティティに関わるものである
ということを参加者は共有しました。奈良の文化遺産は東アジアの文
化交流の結晶に他なりません。 
その数日後に行われた”平和の巡礼”は、差別に反対する奈良宗
教者連帯会議（略称；奈宗連）の結成４０周年行事として、宗教宗派
の別を超えて取り組まれたものです。寺院で、教会で、神社で宗教宗
派を超えて共に平和の祈りを捧げる姿は、平和文化都市としての奈
良を象徴するものです。参加された宗教者は私たちが配った祝園ミ
サイル弾薬庫のチラシを手にとられ、多くの方が既に見て読んでいる
という感触でしたが、平和を求める宗教的情熱が戦争態勢を溶かし
こむことを期待したいです。                      （八木健彦） 

平和でこそ文化は薫り立つ！ 

戦争で壊すな、文化遺産と平和の魂！ 
 

東アジア文化交流の歴史を受け継ぎ、 
奈良を平和と文化の都市へ！ 

～上野邦一さん講演と奈宗連・平和の巡礼～  


